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特徴的なのは、床が踏込式になっており、さらに床に用いられている板が
床横の地窓に通じているところである。地窓を開ければ、さらに空気の通り
がよくなる。地窓の上には棚と天袋が設えてあり、その天袋には、文人画家・
小田海僊の《墨竹画賛》（1857安政 3年）が描かれている。
岡田孝男の『史跡 頼山陽の書斎 山紫水明處』（財団法人賴山陽旧跡保存会、

1974年）によれば、山陽はこの場所を時には酒や煎茶を供する応接室とし
て（煎茶室として山紫水明処については、尼﨑博正／麓和善／矢ヶ崎善太郎
編著『庭と建築の煎茶文化』思文閣出版、2019年を参照のこと）、また時に
は書斎のような場所としてさまざまに用いた。ちなみに、当時の水西荘およ
び山紫水明処の様子は、山陽の依頼で仙台の画家・菅井梅関が描いた《水西
荘図》（1830〔文政 13〕年）によってうかがい知ることができる。

山紫水明処の「山紫水明」とは、坂本箕山『頼山陽』（敬文館、1913年）
によれば、唐の王勃の「滕王閣序」にみえる「煙光凝りて暮山紫なり」の「山
紫」と杜甫の漢詩「月」にみえる「残夜水楼に明なり」の「水明」とを、山
陽が組み合わせて作った言葉である。
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そして、木崎好尚『頼山陽と其母』（木崎愛吉、1911年）や池田明子『山
紫水明̶頼山陽の詩境̶』（溪水社、2010年）などにおいて指摘されている
通り、しばしば山陽はこの「山紫水明」を「時」を示す言葉とともに用いた。
例えば、1823（文政 6）年 9月 27日付の書簡に「今日、七過（午後四時）頃に、
御来話可被下候。今日あしければ、明日にてもよし。廿九日は差支候。兎角
山紫水明の時でなければ、酒不可飲。君は下戸なれども、酒の時ならねば不
得緩談候也」（徳富猪一郎等編『頼山陽書翰集』巻上、第 13編、273）とあ
る。書簡に「七過（午後四時）頃」とあるので、山紫水明の時とは、日が暮
れる少し前のことであることが理解される。その時の様子を山陽は「読書八
首」（1828〔文政 11〕年）と題する漢詩のうちの一首において「東山何ぞ藹々
たる／夕陽紫色を発す／鴨水微瀾を収む／縈回白玉を展ぶ」（水田紀久／頼
惟勤／直井文子校注『新日本古典文学大系 66 菅茶山 頼山陽 詩集』岩波書店、
1996年、304-5頁）と詠んでいる。すなわち、草木が盛んに茂った東山は
夕陽に照らされて紫色に染まり、穏やかに流れる鴨川は白く明らかに輝いて
いる、という。なによりもまず、そのような美しい光景を享受するために山
紫水明処は建てられたのである。

では、山紫水明処から望む風景に魅せられた山陽の風景観とは、そもそも
いかなるものであったのだろうか。
池田の前提書『山紫水明』によれば、山陽の心の原風景には瀬戸内海の光
景がある。例えば、山陽は「対仙酔楼記」（1814〔文化 11〕年）において、
鞆の浦にある福禅寺の客殿・対仙酔楼を山紫水明処であると述べている。日
が沈む頃に対仙酔楼から仙酔島を望めば、島の山が夕日に照らされて、酔っ
ているかのように美しく紫がかるからだ。このような瀬戸内の風景が山陽の
心の内に秘められており、彼は東山連峰と鴨川の風景のなかにその風景をみ
ていたのではないだろうか、というのである。
それとは少し異なる視点から説明を行なっているのは作庭家の重森三玲で
ある。重森は「山陽の水西荘庭園と彼の風景観」（『庭園』147号、日本庭園
協会、1932年）と題する文章のなかで、山陽の風景観が南画や唐以降の漢
詩に色濃く影響されたものであったことを指摘している。つまり、山陽は南
画や漢詩といった色眼鏡を通して風景をみていた（と同時に、その影響が山
陽の風景観の限界を示し、山陽は純粋に風景の美を捉えていなかったとも
重森は述べている）。確かに、山陽は同時代の者たちと同様、東山や鴨川を
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しばしば漢詩に詠んだし、《比叡山を望む》（1828〔文政 12〕年頃）（『没後
百五十年 頼山陽展』頼山陽旧跡保存会、1987年、56頁を参照のこと）のよ
うに、東山を描いた作品も残している（東山を描いた絵画作品については、
並木誠士「描かれた東山̶景観史と美術史の間で」『東山／京都風景論』昭
和堂、2006年を参照のこと）。
また、山陽の叔父・頼杏坪（1756〔宝暦 6〕年～ 1834〔天保 5〕年）によ
れば、山紫水明処から望むことのできる風景は、山陽が所蔵していた池大雅
画賛《山水図》（制作年不詳）さながらのものであった。その際に制作した《頼
杏坪賛詩幅》（1828〔文政 10〕年）（『没後百五十年 頼山陽展』所収）には「余、
此の歳三月上澣、京に入りて自り、家侄襄の僑居に池大雅の山水を観る。高
皆両翁、之に題し、最も妙品と為す。襄の家、鴨岸に在り、水を隔てて東山
の諸勝を望む。正面は如意嶽なり、而して比叡も亦た遠からず。楊柳扶疎と
して、陰を敷き、一株、絮多く、花卉も亦た尠なからず。別に小亭を置き、
切りて水湄に在り。朝嵐夕翠の間、客来れば則ち簾を捲きて檻に凭れ、酒茶
談論の境、毎に其の画趣を髣弗す」、すなわち、わたくし杏坪は山陽の水西
荘を訪れた際に池大雅のすばらしい山水を鑑賞した。鴨川を隔てて東山連峰
を望む水西荘内の水際には山紫水明処が設えてあり、客が訪れれば、山陽は
そこで煎茶や酒を振る舞う。その様子は、まさに大雅の山水の様子を彷彿と
させるようである、とある。
東山を詠んだ漢詩については、鷲原具仁子が「頼山陽の自然詠̶̶特に山
について」（『国語国文』71号、中央図書出版社、2002年）において論じている。
鷲原によれば、山陽にとり東山とは友のような存在でもあった。そのことは、
例えば、「余 東山の秀色を愛し、毎日行飯 銅駝橋に上り之を望む。一日忽ち『東
山熟友の如く、数見て相厭はず』の句を得。家に帰り之を足し十六韻を成す」
（1817〔文化 14〕年）と題する五言古詩のなかで示されている。詩の冒頭は「東
山は熟友の如く／数見て相厭わず／晨気清澂を喜び／暮姿紫艶を愛す」（『新
日本古典文学大系 66 菅茶山 頼山陽 詩集』179頁）というもので、東山は知
己のようで、何度見ても見飽きることはなく、朝の清らかな様子を喜び、日
暮れの紫の艶やかな姿も愛おしい、という。また、鷲原によれば、東山は年
長者のように、彼に寄り添ってくれる存在であるという詩もある。

以上で確認してきた議論は、画や詩的な世界観のもとに風景を捉えようと
するものであった。しかし、山陽における風景はそれだけのものではない。『日



頼山陽の風景観と山紫水明処について（島村幸忠） 465

本外史』（1836〔天保 7〕年～ 1837〔天保 8〕年）や『日本政記』（1845〔弘
化 2〕年）を著した歴史／政治思想家としての山陽にも注目しなければなら
ないだろう。その点に関しては、いみじくも歴史小説家の吉川英治がとある
講演の冒頭で近世後期の頼山陽について次のようなことを述べている。曰く、
「山陽は、そこ迄も、社会人として立ち、詩文経学、修史の業、一行一書と
雖も、社会的意識と国家的観念を離れてはいないのであります。日常の行動
から、身辺の即興詩にせよ、自分の社会的な立場を忘れた山陽の姿といふも
のは見る事が出来ません」（吉川英治『草思堂随筆』126頁）。
例えば、鷲原の「頼山陽の自然詠」は「山勢」という言葉に注目する。こ
こでいわれる山勢の「勢」とは、歴史的な出来事を瞬間的なものに落とし込
むのではなく、変転していく情勢のなかで捉えようとする山陽の歴史観を象
徴する概念である。歴史だけでなく、自然の事物も動的に捉えようとする姿
勢が山勢という言葉によって明らかとなる。
この「勢」に注目した際、さらなる指摘を西垣安比古が「山紫水明の京」（『人
環フォーラム』21号、京都大学大学院人間・環境学研究科、2007年）にお
いて行っている。西垣によれば山陽は「歴史的事件の起こった場所を直接訪
れて、その風景に歴史の動因たる『勢』を発見することによって、詩作の種
としている」（30頁）。実は、すでにこれと同様のことを野口武彦が『頼山陽̶
歴史への帰還者』日本の旅人 11、淡交社、1974年）において述べていた。「そ
の途次折々、自然の地勢形勝を愛でる旅人のように、歴史への帰還者山陽は、
どこでも任意の時代の『勢』のうちに、みずから同化できる対象を見出して
これに溶け込んでゆくのである。真の旅人にとって旅先の土地がすべて自分
の魂の空間であるとまったく同じしかたで、山陽は歴史のあらゆる断面に治
乱興亡の詩を発見したのにちがいなかった」（154頁）。

では、山紫水明処から望むことのできる風景についてはどうか。以上で確
認してきた議論においては論じられていないので、ここで簡単にではあるが
確認しておくことにする。
山陽にとって東山連峰や鴨川は、さまざまな歴史的出来事が起こった、歴
史の舞台であった。
例えば、『山陽遺稿 詩』（巻二）に収載されている「修史偶題 十一首」(1813〔文
政 10〕年 )の第 10首目において山陽は、東山連峰をなすそれぞれの岡や阜
が歴史的な出来事を想起させてくれると詠んでいる。詩は次のようなもので
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ある。

野史亭前 無数の山
某岡某阜 事相ひ関す
倦み来れば筆を抛って 時に酒を呼ぶ
歴々たり 興亡 指点の間
（『新日本古典文学大系 66 菅茶山 頼山陽 詩集』280頁。）

山紫水明処（野史亭）の前には東山連峰が横たわっているが、それぞれの
岡や阜が『日本外史』に出てくるような歴史的出来事に関わっているのであ
る。執筆するのに疲れれば筆を置いて酒を飲む。連なる丘を指でたどれば、
そのあいだに歴史的な出来事が起こり、そして消えていくのだ。
このように山陽にとって東山連峰とは、美の対象だけでなく、さまざまな
事件が起こった歴史的な場所でもあったのだ。その出来事を詠みあげた詠史
詩の代表的な作品が「寓居 東山諸峰に正対す。古跡を詠壊す 七首」（『山陽
遺稿 詩』巻一）である。詩には、崇徳天皇が如意ヶ嶽に上る保元の乱から
はじまり、後醍醐天皇が比叡山に逃れた湊川の戦い、大坂の陣の後に徳川家
康が伏見城で征夷大将軍の宣下を受けたところまで、東山連峰にまつわる事
件が詠まれている。
以上の通り、山陽の風景観は一枚岩のものではない。特に、山陽において
東山連峰と鴨川の風景は、山水画を彷彿とさせるようなものだけなく、親し
みある友のような存在であり、また、歴史的な出来事が多く起こった現場で
あったのである。そして、そのような風景を一望することができる場所に、
山陽の山紫水明処は建てられているのである。


